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梨
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山
梨
県
規
則
第
五
十
九
号

山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
四
月
一
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
五
条
の
三
の
表
中
「
韮
崎
市
」
を
「
韮
崎
市
　
南
ア
ル
プ
ス
市
（
芦
安
芦
倉
及
び
芦
安
安
通
の
区

域
を
除
く
。）」
に
、「
敷
島
町
　
八
田
村
　
白
根
町
　
若
草
町
　
櫛
形
町
　
甲
西
町
」
を
「
敷
島
町
」

に
、「
芦
川
村
　
芦
安
村
」
を
「
南
ア
ル
プ
ス
市
（
芦
安
芦
倉
及
び
芦
安
安
通
の
区
域
に
限
る
。
）
芦

川
村
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
二
百
一
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
南
ア

ル
プ
ス
市
長
職
務
執
行
者
か
ら
次
の
と
お
り
字
の
名
称
を
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
五
年
四
月
一
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

変
更
前
字
の
名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
変
更
後
字
の
名
称

芦
倉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芦
安
芦
倉

安
通
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芦
安
安
通

山
梨
県
告
示
第
二
百
二
号

全
国
自
治
宝
く
じ
事
務
協
議
会
規
約
の
一
部
を
変
更
し
た
の
で
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法

律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
第
二
百

五
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
四
月
一
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

全
国
自
治
宝
く
じ
事
務
協
議
会
規
約
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

第
三
条
第
二
号
中
「
千
葉
市
」
の
次
に
「
、
さ
い
た
ま
市
」
を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
約
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
告
示
第
二
百
三
号

関
東
・
中
部
・
東
北
自
治
宝
く
じ
事
務
協
議
会
規
約
の
一
部
を
変
更
し
た
の
で
、
地
方
自
治
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
四
月
一
日

山
梨
県
知
事

山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

関
東
・
中
部
・
東
北
自
治
宝
く
じ
事
務
協
議
会
規
約
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
仙
台
市
」
の
次
に
「
、
さ
い
た
ま
市
」
を
加
え
る
。

附
　
則

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
八
号
　
　
平
成
十
五
年
四
月
一
日

定
価（
消
費
税
別
）一
箇
年
　
一
六
、〇
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

一

山
梨
県
公
報
平
成
十
五
年四

月
一
日

号
外
第
二
十
八
号

火　曜　日



こ
の
規
約
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
一
号

山
梨
県
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
四
月
一
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
坂
　
　
本
　
　
　
　
　
宏

山
梨
県
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
十
中
「
中
巨
摩
郡
芦
安
村
安
通
」
を
「
南
ア
ル
プ
ス
市
芦
安
安
通
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
二
号

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
四
月
一
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
坂
　
　
本
　
　
　
　
　
宏

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

寒
冷
地
手
当
支
給
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
五
条
及
び
第
七
条
中
「
附
則
第
六
項
」
を
「
附
則
第
五
項
」
に
、「
附
則
第
八
項
」
を
「
附
則
第

七
項
」
に
改
め
る
。

「
富
　
　
　
　
士

別
表
第
一
中
「
中
野
村
」
を
「
山
中
湖
村
」
に
、「
富
士
吉
田
市
」
を

南
ア
ル
プ
ス
市
の
う
ち
芦

吉

田
　
　
　

市

に
改
め
、「
中
巨
摩
郡
　
芦
安
村
」
を
削
り
、
同
表
備
考
中
「
昭
和

安
芦
倉
及
び
芦
安
安
通
の
区
域
」

三
十
九
年
一
月
一
日
」
を
「
平
成
十
五
年
四
月
一
日
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
塩
山
市
一
之
瀬
高
橋
四
〇
四
　
神
金
第
二
小
学
校
」
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
第
五
条
及
び
第
七
条
の
規
定
は
、
平
成
十
五
年

一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
四
号

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
四
月
一
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
　
員
　
長
　
　
吉
　
　
白
大

信
　
　
一

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
七
条
第
一
項
中
「
七
三
人
」
を
「
七
五
人
」
に
、「
一
五
〇
人
」
を
「
一
五
三
人
」
に
、「
四

二
〇
人
」
を
「
四
三
二
人
」
に
、「
四
三
四
人
」
を
「
四
四
六
人
」
に
、「
四
四
八
人
」
を
「
四
五
九
人
」

に
、「
一
、
五
二
五
人
」
を
「
一
、
五
六
五
人
」
に
、「
一
、
八
二
二
人
」
を
「
一
、
八
六
二
人
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
四
九
三
人
」
を
「
五
三
三
人
」
に
、「
六
九
二
人
」
を
「
七
三
二
人
」
に
、「
一
、

五
二
五
人
」
を
「
一
、
五
六
五
人
」
に
、「
一
、
八
二
二
人
」
を
「
一
、
八
六
二
人
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
小
笠
原
警
察
署
の
部
署
所
在
地
の
項
中
「
中
巨
摩
郡
櫛
形
町
」
を
「
南
ア
ル
プ
ス
市
」
に

改
め
、
同
部
小
笠
原
警
察
官
駐
在
所
の
項
中
「
中
巨
摩
郡
櫛
形
町
」
を
「
南
ア
ル
プ
ス
市
」
に
改
め
、

「
、
下
宮
地
」
を
削
り
、
同
部
野
之
瀬
警
察
官
駐
在
所
の
項
中
「
中
巨
摩
郡
櫛
形
町
」
を
「
南
ア
ル
プ

ス
市
」
に
改
め
、「
下
市
之
瀬
」
の
下
に
「
、
あ
や
め
が
丘
」
を
加
え
、
同
部
百
田
警
察
官
駐
在
所
、

源
警
察
官
駐
在
所
、
今
諏
訪
警
察
官
駐
在
所
及
び
巨
摩
警
察
官
駐
在
所
の
項
中
「
中
巨
摩
郡
白
根
町
」

を
「
南
ア
ル
プ
ス
市
」
に
改
め
、
同
部
大
井
警
察
官
駐
在
所
の
項
中
「
中
巨
摩
郡
甲
西
町
」
を
「
南
ア

ル
プ
ス
市
」
に
改
め
、
「
、
山
寺
」
を
削
り
、
同
部
南
湖
警
察
官
駐
在
所
、
落
合
警
察
官
駐
在
所
及
び

五
明
警
察
官
駐
在
所
の
項
中
「
中
巨
摩
郡
甲
西
町
」
を
「
南
ア
ル
プ
ス
市
」
に
改
め
、
同
部
三
田
警
察

官
駐
在
所
及
び
鏡
中
条
警
察
官
駐
在
所
の
項
中
「
中
巨
摩
郡
若
草
町
」
を
「
南
ア
ル
プ
ス
市
」
に
改
め

「

中
巨
摩
郡
八
田
村
　
中
巨
摩
郡
八
田
村

、
同
部
八
田
警
察
官
駐
在
所
の
項
中
　
　
野
牛
島
一
九
一
二

の
八

「

南
ア
ル
プ
ス
市
野
　
南
ア
ル
プ
ス
市
の
う
ち

を
　
　
牛
島
一
九
一
二
の
　
　
野
牛
島
、
六
科
、
榎
原
、
徳
永
、
上
高
砂
、

に
改
め

八
　
　
　
　
　
　
　
　
下
高
砂

」

」

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
八
号
　
　
平
成
十
五
年
四
月
一
日

二



「

、
同
部
芦
安
警
察
官
駐
在
所
の
項
中
　
　
中
巨
摩
郡
芦
安
村
　
中
巨
摩
郡
芦
安
村

芦
倉
七
六
九

「
を
　
　
南
ア
ル
プ
ス
市
芦
　
南
ア
ル
プ
ス
市
の
う
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め

安
芦
倉
七
六
九
　
　
　
芦
安
芦
倉
、
芦
安
安
通

」

」

る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
報
号
外

第
二
十
八
号
　
　
平
成
十
五
年
四
月
一
日

三
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